

















































































ゴールドシムタインは、 1973年にシステム理論を取り込んで、 「ユニタリー・アプローチj を提唱し、わ
が国にも紹介された。しかし、その後、システム理論を実践の場に応用することが困難であるとの批判を
受けた。そこで、 「人と状況との全体関連件J というシステム的な視点、を保持した上で、さらに認知理論、
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目的論などを組み込んだ新たなアプローチを提唱したのである。このアプローチの特徴は、ゴールドシュ
タインが「クライエントの場からの出発Jという言葉で表現しているように、クライエントの主観的世界
を理解することを実践の第 lの原理として挙げている。そのために、クライエント自身の知覚・認知によ
る自己の構成に力点をおいた展開となっている。さらに、目的論を導入することで、過去の病理を因果的
に辿るという方法ではなく、未来に対する希望、願望を重視することで、問題解決を図ることを強調して
いる。彼の考えは、第 lには過去ではなく未来を志向すること、第2にワーカーがクライエントのパーソ
ナリティを判断するという視点ではなく、クライエント自身の自己概念、を重視すること、第3に問題を設
定し、その原因を探るという因果論ではなく、意図を重視したこと、などの特徴をもっ。
第3は、ソーシャルワークにおける社会構成主義の影響を最も受けた家族中心ソーシャルワークの近年
の動向について検討したものである。家族療法の影響を受けて、アメリカでは家族tJl心ソーシャルワーク
が提唱されている。その中心的役割を果たしているしアードは、社会構成キ義を土台としたアブローチを
展開している。本語では、レアードの所説を補境ーするために、まず、家族を社会構成主義の立場から脱一
構築して家族についての言説を記述したグブリアム (Gubrium，J.ド.)らの論議を手がかりに、家族をめ
ぐる汚説について検討した(たとえば、社会的介護か、家族介護か、女性の就労と保育、子どもの虐待と
親権問題など)。次に、レアードの主張の基本的視点、を4つのメタ視点、を挙げて考察した。第 lは構成的
メタファー(社会的相互作用によって構成された知識が私たちの世界を構成する)という視点をいう。第
2は文化的メタファー(専門職のもつ価値、家族における価値、コミュニティの価値など)が、実践にお
いて重要な意味をもつことを指摘している。第3は物語メタファー(さまざまな価値は、物語やストーリ
ーとして語られる)であり、ワーカーはそれらに着目することが求められる.第4は政治的メタファー
(社会的に被抑圧的な立場に置かれている人びとの語られないストーリーを顕在化する必要性)を述べて
いる。
第4主主「ストレンク。ス視点と社会構成主義Jは、本研究の中核をなす章であり、ソーシャルワークにお
けるストレングス視点、と近年の思想的潮流である社会構成主義との関連件を考察したものである。ストレ
ングス視点、が、学際的にメタ理論として位置づけられつつある社会構成主義と関連するという視座を明確
にし、社会構成主義の械要について、総合的に解説しているパーの説に依拠して述べた。社会構成主義は、
知識を社会的交互作用による所産とみなし、人は知識によって世界を構成する、言い換えると人は言説に
よって問界を構成すると考えるのである。次にソーシャルワークにおける病理/欠陥モデルとその批判を
説明し、さらにストレングス視点、の基本的枠組みについて検討した。
第5草は、ソーシャルワークの専門性とストレングス視点について考察したものである。
ソーシャルワークは専門職として成立するために科学的理論化を凶ってきたが、それはソーシャルワー
クが本来的に保有するクライエントの生活を全体的に、総合的に理解する特性と一致していない。
ストレングス視点、は、従米のソーシャルワーク理論がもっ論理実証的志向の強い柄理/欠陥視点、を批判l
している。その批判の第 lは、病理的視点がソーシャルワークの価値から事離していること、第2にワー
カーがクライエントの問題を定義し、解決を指示する傾向があこと、第3には、実践においてワーカーの
専門的知識が有志に立ち、クライエントが自らの経験に対しての意味の理解を背景に位置づけたことなど
が挙げられる。
第61与は、ソーシャルワークの価値として重要な白己決定の尊重とストレングス視点の関連について論
じている。自己決定について「尊重する」だけでなく、 『支える」、『支え合う」という観点を組み込んど
援助の必要性を強調するとともに、その基盤にストしングス視点、という援助観が重要で、あることを論じ、
援助者の人間観の需要性を考察する。
第7章は、エンパワーメントアプローチにおけるストレングス視点、の意味について考察したものである。
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ストレングス視点の提唱者の一人であるサリービーは、ストレングスに関連する用語のーっとしてエンパ
ワーメン卜を挙げており、両者は非常に親和性が高い。また、パワーもストレングスもともに、日本語で
は『力』という意味を含み、両者を明確に区別することが難しい。そこで、本章においては、両者の意味
を区別するとともに、その関係について論じた。第 lには、エンパワーメントの基本的枠組みを取り上げ
た.エンパワーメントについては『人間の潜在力に対する信頼Jと『エンパワーメントの段階的発達の特
質Jを挙げた。第2に、特にポールディングの説を参考にしてパワーの意味について般討した。ここでは、
パワーの意味を 3つに分け、中でも「統合的パワーjに着目し、ソーシャルワークにおけるパワーの意味
を統合的パワーとして提えた。またストレングスの意味をパワーと対比させるために、ストレングスを
「意味生成の力Jと位置づけた。そして個人の主観的世界を理解することを重要視して、個々人の生活、
人生に対する意味を理解することが重要であり、ソーシャルワークにおける変化は意味の転換から生じる
とみなす。
第8章は、エンパワーメントにライフストーリーを位置づけたものである。ライフ・ストーリーの重要
性はストレングスを意味生成のカとみなしたことから導き出せる。クライエントの主観的世界が、ワーカ
ーを含む他者によって理解されるためには、対面的状況の中での言葉によるやりとりが必要である。中で
も、クライエントの語る自らの人生や生活についてのストーリーが極めて重要になる。従来のソーシャル
ワークにおいては、積極的傾聴によって、共感、的理解をもたらすことが強調されてきた。ストーリーを聴
くということは、共感的理解だけでなく、クライエントの価値観、人生観、信条などの向らの生活を意味
づける枠組みを理解することを意味するのである。さらに、ストーリーを聴くことは、クライエントのエ
ンパワーメントに結びつけることができる。
本章の構成は、第 lにエンパワーメントアプローチにおける対話の意味を検討している。特にフレイレ
(Preire. P、)が提唱している批判的意識高揚がエンパワーメントにおいては、重要な位置に置かれてい
る。ここでは、批判的意識高揚がフレイレによって現象学的視点、から捉えられていることに焦点を当てた。
第2はライフストーリーとライフヒストリーとの違いを述べるとともに、ライフストーリーが一般的にど
のような特徴を備えているかを検討した。第3は、ソーシャルワークの中でライフストーリーをいかに位.
置づけるかについてである。ライフモデルの最新の版では、ライフストーリーを取り込んでおり、ソーシ
ャルワーク実践論において、今後、ライフストーリーが重要になると思われる@第4にライフストーリー
を単にソーシャルワークの援助関係の中の技法として捉えるのではなく、さらに社会的な場に展開させて
いくために、エンパワーメントの段階と関連づけて検討した。
第9章は、コミュニティにおけるストレングス視点をエンパワーメントとの関連から捉えたものである。
エンパワーメントアプローチにおいては、個人の変革と社会の変革のいずれに焦点を当てるかが問題にな
っているが、この点についてコミュニティの連携やネットワークを軸にして、ス卜レングス視点から考察
した。ストレングスは個人のストレングスだけでなく、集団やコミェニティのストレングスという意味で
も用いられる。集団のストレングスとは、人々の集まりを通して獲得できる強さ、豊かさであるとすれば、
具体的にはサポートネットワークが一つの例として挙げられる。
社会的レベルでのエンパワーメントのためには、さまざまな集団関の連携が重要であるとして連携の多
様な形態を述べ、地域で草の根の活動をしているさまざまな団体が、コミュニティにおけるインフォーマ
ルネットワークをワーカーが活用、創出し、これらをクライエントにとって意味ある資源として位置づけ
ることができるように援助していくことの重要性について論じた。
以上より、本論文は、現代における新しいソーシャルワーク論への道を拓く一つの手掛かりとして、ス
トレングス視点、がそのあり方に新鮮な視座を与えることを示し、ワーカー・クライエント関係に新しいア
プローチを提供するものとして、高く評価されるものである。
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よって本論文は博士(学術)の学位を授与されるに値するものと判定した。
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